
総　論
サブサハラ・アフリカは、49の多様な国々

に約10億人の人口を擁し、高い潜在性を持つ
市場と豊富な天然資源により、国際社会の関心
を集めている。こうした背景もあり、国際社会
における合意形成にサブサハラ・アフリカ諸国
が及ぼす影響力は拡大している。

その一方で、サブサハラ・アフリカでは、政
情不安や深刻な格差・貧困といった以前からの
課題が残るほか、近年は新たに保健システムの
脆
ぜい

弱
じゃく

性や暴力的過激主義の台頭等の課題も顕
在化している。また、新興国経済の減速や資源
価格の下落の影響で、経済成長は一時に比べ減
速している。これらの課題は、国境を越えて影
響を及ぼすことから、サブサハラ・アフリカ諸
国がこうした困難を克服し、安定的な成長を遂
げることは、アフリカのみならず日本を含む国
際社会全体の平和と安定にとっても重要であ
る。

日本が主導して8月にナイロビ（ケニア）で
開催された第6回アフリカ開発会議（TICAD 
Ⅵ）では、①経済の多角化・産業化、② 強

きょう
靱
じん

な保健システムの促進及び③社会安定化促進を
優先分野とし、アフリカ諸国及び国際社会と共
にこれらの課題に取り組んだ。TICAD Ⅵにお
いて、安倍総理大臣は、TICAD Ⅵの優先分野
を踏まえた日本としての取組を発表するととも
に、「自由で開かれたインド太平洋戦略」（特集

「自由で開かれたインド太平洋戦略」15ページ

参照）を打ち出し、自由で開かれたインド太平
洋を介してアジアとアフリカの連結性を向上さ
せ、地域全体の安定と繁栄を促進するとともに、
アフリカ諸国に対し、開発面に加えて政治・ガ
バナンス面でも、押し付けや介入ではなく、
オーナーシップを尊重した国造り支援を行うと
いう日本の対アフリカ政策の方針を発表した。

日本は、TICADで打ち出した取組も踏まえ、
様々な側面からアフリカとの関係強化に取り組
んでいる。平和と安定の分野では、南スーダン
における国連平和維持活動（PKO）への要員
派遣、アフリカ各国のPKO訓練センターや国
連主催のPKO要員の訓練コースへの支援を通
じた能力強化等を引き続き行った。

経済面では、TICAD Ⅵに向けて官民一体と
なった取組を進める観点から、2015年10月
から2016年7月にかけて全4回のTICAD Ⅵ
官民円卓会議を実施した。また、3月には木原
外務副大臣を団長とするアフリカ貿易・投資促
進官民合同ミッションをコートジボワールに派
遣した。さらに、内閣官房副長官の下に設置さ
れたアフリカ経済戦略会議において、西アフリ
カ「成長の環」、東アフリカ・北部回廊及びナ
カラ回廊の三大重点地域における総合広域開発
を始めとする具体的施策について、政府一丸と
なって検討を行った。

アフリカ連合（AU）及び地域経済共同体
（RECs）との協力強化にも引き続き取り組ん
だ。さらに、米・英・仏・インドなどの第三国
とは、TICAD Ⅵの機会やアフリカに関する二
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国間政策協議などを通じて対アフリカ政策にお
ける協力を強化した。

各　論

	1	 第6回アフリカ開発会議（TICAD	Ⅵ）
の開催

（1）対アフリカ外交の柱としてのTICAD Ⅵ
TICADは、日本が主導し、国連、国連開発

計画（UNDP）、世界銀行及びアフリカ連合委
員会（AUC）と共同で開催するアフリカの開
発に関する国際フォーラムである。1993年以
降、アフリカの「オーナーシップ（自助努力）」
と日本を含む国際社会との「パートナーシッ
プ」を基本理念として開催されてきた。

これまでTICAD首脳会議は5年に1度日本
で開催されてきたが、アフリカ側の意向を受
け、第6回会議以降は3年に1度、アフリカと
日本で交互に開催していくこととなった。これ
を 受 け、2016年8月27日 か ら28日 ま で、
TICAD Ⅵがナイロビ（ケニア）で開催された。

（2）TICAD史上初のアフリカ開催
3月にはジブチにおいてTICAD Ⅵ高級実務

者会合が、6月にはバンジュール（ガンビア）
においてTICAD Ⅵ閣僚級準備会合が開催され
た。閣僚級会合には日本から濵地外務大臣政務
官が出席し、TICAD Ⅵの成果文書について意
見の集約が図られた。

8月に開催されたTICAD Ⅵは、サイドイベ
ントを含めた全体で約1万1,000人の参加を得
て、これまでで最大規模の会議となった。日本
からは安倍総理大臣が首席代表として出席し、
開催国ケニアのケニヤッタ大統領及びAU議長
国チャドのデビー・イトゥノ大統領と共に共同
議長を務めた。

今回のTICAD Ⅵでは、①経済の多角化・産
業化、② 強

きょう
靱
じん

な保健システムの促進及び③社
会安定化促進を優先分野とし、開会セッション
においては、安倍総理大臣から、2016年から
2018年までの3年間で、日本の強みである質

の高さ（クオリティ）を生かした約1,000万人
への人材育成（エンパワーメント）を始め、官
民総額300億米ドル規模の「アフリカの未来
への投資」を行うことを発表した。具体的に
は、①経済の多角化・産業化については、約
100億米ドルの「質の高いインフラ投資」の実
施に加え、「アフリカの若者のための産業人材
育 成 イ ニ シ ア テ ィ ブ（African Business 
Education Initiative：ABEイニシアティブ）」
を拡充し、即戦力となる技能系人材やマネジメ
ント人材の育成を新たに加えた取組として

「ABEイニシアティブ2.0」を発表した。②強
靱な保健システム促進については、G7伊勢志
摩サミットの成果である「国際保健のための
G7伊勢志摩ビジョン」をアフリカにおいても
着実に実践するために、特に人材育成を通じて

「公衆衛生危機への対応能力及び予防・備えの
強化」及び「アフリカにおけるユニバーサル・
ヘルス・カバレッジ（UHC）推進」の実現に
貢献していくことや「食と栄養のアフリカ・イ
ニシアチブ（IFNA）」の創設等の栄養分野で
の取組を打ち出した。そして、③社会安定化促
進については、平和で安定したアフリカの実現
に向けて、5万人への職業訓練を含む約960万
人の人材育成及び約5億米ドルの支援の実施等
を表明した。

全体会合及びテーマ別会合では、2013年の
TICAD Ⅴ以降に顕在化した国際資源価格の低
下、保健システムの脆

ぜい
弱

じゃく
性及び暴力的過激主

義の台頭等の課題に対応するため、アフリカを
始めとする各国及び国際社会の取組について議
論が交わされた。閉会式では、各会合の議論を
踏まえ、TICAD Ⅵの成果文書として「ナイロ
ビ宣言」及び「ナイロビ実施計画」が採択され
た。

TICAD Ⅵ開催中、安倍総理大臣は、開催国
ケニアのケニヤッタ大統領を始め、26人のア
フリカの首脳級参加者との間で、岸田外務大臣
は、10人のアフリカの閣僚級参加者及び7人
の国際機関の長との間で、個別又はグループで
の会談を行った。

今後、日本は、今回のTICADで表明した日
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アフリカ地域経済共同体（RECs）

CEN-SAD
（サヘル・サハラ諸国国家共同体）

28か国加盟

（中部アフリカ諸国経済共同体）
11か国加盟

ECCAS （西アフリカ諸国経済共同体）
15か国加盟

ECOWAS

（東アフリカ共同体）
6か国加盟

EACCOMESA
（東南部アフリカ市場共同体）

19か国加盟

（政府間開発機構）
8か国加盟

IGAD AMU
（アラブ・マグレブ連合）

5か国加盟

SADC
（南部アフリカ開発共同体）

15か国加盟

アフリカでは、地域統合に向けた動きが進んでおり、現在、AUが承認するものとしては8つの地域経済共同体が存在する。

TICAD Ⅵ集合写真（8月27日、ケニア・ナイロビ　写真提供：内閣広
報室）

TICAD Ⅵで基調演説を行う安倍総理大臣（8月27日、ケニア・ナイロビ　
写真提供：内閣広報室）
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本の取組及びナイロビ宣言の内容を国際社会と
共に官民挙げて着実に実行に移していく。特
に、今回安倍総理大臣が表明した日本の取組
は、G7伊勢志摩サミットの成果を実践する第
一歩である。日本の優れた科学技術・イノベー
ションの力を生かしつつ、TICADフォロー
アップメカニズム等を通じ、アフリカの開発及
び民間セクターの活動を一層後押ししていく。

	2	 サブサハラ・アフリカ地域情勢と	
日本の取組

（1）アフリカ連合（AU）
第26回AU総会が1月にアディスアベバ（エ

チオピア）で開催され、チャドが2016年の
AU議長国に選出された。日本からは木原外務
副大臣が同総会に先立って開催された第28回
AU閣僚執行理事会に、また、河井総理大臣補
佐官が同総会にそれぞれ出席し、多くのアフリ
カ諸国要人と会談を行い、TICAD Ⅵに向け協
力していくことなどを確認した。

7月にキガリ（ルワンダ）で開催された第
27回AU総会では、AUの事務局であるAU委
員会の委員長選挙が実施されたが、いずれの候
補者も当選に必要な票数を獲得できなかった。
2017年1月に開催された第28回AU総会にお

いて再度委員長選挙が実施され、ムーサ・ファ
キ・チャド外務・アフリカ統合大臣が選出され
た。

2017年3月には、2018年をめどにAU日本
政府代表部を開設することが決定された。

（2）東部アフリカ地域

エチオピアエチオピア

ソマリアソマリア
ケニアケニアウガンダウガンダ

ルワンダルワンダ

タンザニアタンザニア

コモロコモロ

モーリシャスモーリシャス

セーシェルセーシェル

マダガスカルマダガスカル

南スーダン南スーダン

スーダンスーダン
ジブチジブチ

エリトリアエリトリア

ア	ウガンダ
ウガンダは、東アフリカの主要国の1つであ

り、安定した内政に加え、石油開発が見込まれ
るなど貿易・投資面からの高い潜在性も有して
いる。2月に行われた大統領選挙の結果、ムセ

TICAD（アフリカ開発会議）概要

【基本原則】
オーナーシップ（自助努力）とパートナーシップ

【テーマ】
国際社会の支援の結集とパートナーシップの拡大を通じたアフリカ支援

【アプローチ】
南南協力、人間の安全保障、アフリカの多様性の尊重

～ TICADプロセスの歩み ～
1993年　第1回アフリカ開発会議（TICAD Ⅰ、東京）
1998年　第2回アフリカ開発会議（TICAD Ⅱ、東京）
2001年　TICAD閣僚レベル会合（東京）
2003年　第3回アフリカ開発会議（TICAD Ⅲ、東京）
2004年　TICADアジア・アフリカ貿易投資会議（東京）
2006年　TICAD平和の定着会議（エチオピア）
2007年　TICAD「持続可能な開発のための環境とエネルギー」閣僚会議（ケニア）
2008年　第4回アフリカ開発会議（TICAD Ⅳ、横浜）
2009年～2012年　TICAD閣僚級フォローアップ会合を毎年開催（ボツワナ、タンザニア、セネガル、モロッコ）
2013年　TICAD Ⅴ閣僚級準備会合（エチオピア）
2013年　第5回アフリカ開発会議（TICAD Ⅴ、横浜）
2014年　第1回TICAD Ⅴ閣僚会合（カメルーン）
2016年　第6回アフリカ開発会議（TICAD Ⅵ、ケニア）
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豊富な資源と人口増加を背景に成長を続けるアフリカは、国際社会における存在感を増しており、
日本にとっても政治的・経済的に重要なパートナーです。日本は1993年にアフリカ開発会議

（TICAD：Tokyo International Conference on African Development）を立ち上げてから一貫し
て、アフリカの開発課題に対する国際社会の議論をリードしてきました。TICADは「開かれた包摂
的フォーラム」として、国連、国連開発計画（UNDP）、世界銀行及びアフリカ連合委員会（AUC）
を共催者とし、開発関係の国際機関、欧米やアジアを始めとする開発パートナー国、市民社会や民間
企業まで幅広い関係者が一堂に集うアフリカ開発に関する最大規模の国際会議です。

2016年8月27日及び28日の2日間にわたりケニアのナイロビで開催された第6回アフリカ開発
会議（TICADⅥ）は、初のアフリカ開催という点のみならず、その規模や成果においても、歴史的
な会合でした。TICADⅥにはアフリカ53か国を始め、国際機関や市民社会、民間企業の代表等が参
加し、サイドイベントを含めた参加者は全体で約1万1,000人というTICAD史上最大の規模となり
ました。会議では、2013年のTICADⅤ以降にアフリカが直面している開発課題である、国際資源価
格の下落により顕在化した経済構造転換の必要性、エボラ出血熱の流行に見られる保健システムの脆

ぜい

弱
じゃく

性及び社会の不安定化への対応について、集中的に議論を行い、成果文書として「ナイロビ宣言」
を採択しました。

また、TICADⅥの大きな特徴は、民間セクターの全面的な関与にあります。日本からは、榊原定
征経団連会長を始めとする77団体の企業・大学等による経済ミッションが安倍総理大臣に同行し、
全てのセッションに民間の代表者が参加しました。サイドイベントの「日本・アフリカ・ビジネスカ
ンファレンス」では、これら民間団体とアフリカ側の政府機関・企業等との間で73件の覚書が署名
されました。経団連会長及び日本を代表する企業のトップがこれだけの規模でアフリカを訪問したこ
とはこれまでになく、アフリカ側からも、大陸を代表す
る民間企業のトップが出席し、日本企業の貢献に対する
評価と更なる投資促進への期待が述べられました。

そして、TICADⅥが生み出したアフリカとの貿易・
投資促進の機運を一過性のものにしないために、安倍総
理大臣から、「日アフリカ官民経済フォーラム」の立ち
上げが表明されました。これは、日本とアフリカ双方の
閣僚、経済団体及び企業のトップが3年に1度アフリカ
に集い、更なる投資促進のための課題をビジネスの目線
で特定し、官民が力を合わせて取り組んでいくフォーラ
ムです。また、「2020年までに100の国・地域を対象
とする投資関連協定の署名・発効を目指す」との政策目
標を念頭に、アフリカ各国との投資関連協定についても
集中的に取り組んでいきます。

TICADの強みは、アフリカ諸国の多様なニーズを踏
まえた取組の着実なフォローアップにあります。2016
年10月には、萩生田内閣官房副長官が、TICAD Ⅵの成
果の着実な実施について、在京アフリカ各国大使との間
で意見交換を行いました。2019年のTICADⅦを視野
に、官民挙げて積極的に取組を進めていきます。

TICADⅥ～民間セクターのアフリカへの関心～特 集

日本・アフリカ・ビジネスカンファレンスに出席する安倍総理
大臣（8月28日、ケニア・ナイロビ　写真提供：内閣広報室）

ジャパン・アフリカEXPOを視察する安倍総理大臣（8月27
日、ケニア・ナイロビ　写真提供：内閣広報室）
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ベニ大統領が再選を果たした（5期目）。5月の
大統領就任式には、日本から総理特使として田
中衆議院議員（日・アフリカ連合（AU）友好
議員連盟副会長）が出席した。また、8月の
TICAD Ⅵの際には、日・ウガンダ首脳会談を
実施し、経済分野を始めとする両国の友好協力
関係を一層強化していくことで一致した。

イ	エチオピア
エチオピアでは、7月頃から国内各地で政府

への抗議運動が散発的に発生したことを受け、
10月にハイレマリアム首相が非常事態宣言を
発表、11月に新内閣が組閣された。その一方
で、堅調な経済成長を継続し、工業化への経済
構造転換を進めている。

日本との関係では、1月に河井総理大臣補佐
官が第26回AU総会の機会にエチオピアを訪
問し、ハイレマリアム首相との会談が行われ
た。7月には、アディスアベバの日本貿易振興
機構（JETRO）事務所が再開され、日本企業
の活動を一層後押しする体制が整った。さら
に、9月の国連総会の際に、岸田外務大臣とテ
ドロス外相との間で外相会談が行われ、経済関
係の強化や「カイゼン」を通じた人材育成分野
での協力について議論が行われた。

JETROアディスアベバ開所式（7月20日、エチオピア・アディスアベバ）

ウ	ケニア
東アフリカの玄関口であり同地域の経済を牽

けん

引
いん

するケニアは、ケニヤッタ大統領の安定した
政権運営の下、堅調な成長を続けている。一方
で、ソマリアを拠点に活動するアル・カーイダ
系イスラム過激派組織アル・シャバーブによる

テロの脅威や一般犯罪への対策が課題となって
いる。

日本との関係では、7月の国連安保理公開討
論の機会に岸田外務大臣とアミナ外務長官等と
の朝食会が行われた。また、8月のTICAD Ⅵ
の機会に、安倍総理大臣は国賓としてケニアを
訪問し、ケニヤッタ大統領との首脳会談を行
い、日・ケニア共同声明を発表した。両首脳
は、同会談の機会を捉え、日・ケニア投資協定
の署名及びモンバサ経済特区に関する覚書の署
名を行うなど、二国間関係が大きく前進した。
TICAD Ⅵの機会には、日・ケニア外相会談も
行われた。また、11月には大島理森衆議院議
長の招待でムトゥリ国民議会議長が訪日し、安
倍総理大臣に表敬するなど、要人往来も活発に
行われた。

安倍総理大臣のケニア国賓訪問（上：歓迎行事、下：共同記者発表）
（8月26日、ケニア・ナイロビ　写真提供：内閣広報室）

エ	ジブチ
ジブチは、ヨーロッパから地中海、スエズ運

河、紅海を経由し、インド洋、アジアを結ぶ重
要な海上交通路の要衝に位置している。4月に
は大統領選挙が実施され、現職のゲレ大統領が
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再選した（4期目）。
日本は、2009年からソマリア・アデン湾に

おいて海賊対処行動を実施しており、2011年
には自衛隊活動拠点の運用を開始した。自衛隊
を含む各国部隊の活動は同海域における海賊等
事案の発生件数減少に大きく貢献している。
2016年5月には小野寺五典衆議院議員（日本・
ジブチ友好議員連盟会長）が総理特使としてゲ
レ大統領の就任式典に出席したほか、8月の
TICAD Ⅵの機会には日・ジブチ首脳会談が実
施されるなど、二国間関係は一層強化された。

安倍総理大臣発の親書をゲレ・ジブチ大統領に手交する小野寺総理特使
（5月8日、ジブチ）

オ	セーシェル
115の島から成る島

とう
嶼
しょ

国のセーシェルは、イ
ンド太平洋の中心に位置し、アフリカとアジア
をつなぐ要衝である。4月に憲法改正が行われ、
大統領の任期が3期から2期になったことを受
け、同年10月、既に3選を果たしていたミッ
シェル大統領が退任、フォール副大統領が新大
統領に昇格した。

カ	ソマリア
ソマリアでは、内戦からの再建に向けた取組

が進められており、国際社会は、2016年の連
邦議会選挙に際して政治プロセスや国内の治安
改善に向けた支援を実施し、2017年2月、大
統領選挙が平和裏に行われた。干ばつの影響に
よる人道危機の発生や、イスラム過激派組織の
アル・シャバーブ（AS）の活動は継続してお
り、その脅威はケニアを含む周辺諸国に及んで
いるものの、ソマリア国軍とアフリカ連合ソマ

リア・ミッション（AMISOM）により、安定
化に向けた取組が進んでいる。

キ	マダガスカル
マダガスカルでは、2009年の政変以降、民

主化プロセスに時間を要したものの、ラジャオ
ナリマンピアニナ大統領が2016年4月にマハ
ファリ首相を任命して新内閣を発足させて以
降、政治情勢は相対的に安定している。

8月のTICAD Ⅵの際には、日・マダガスカ
ル首脳会談が実施され、日本企業の投資支援な
どを含む二国間関係の強化について確認した。

ク	南スーダン
南スーダンでは、4月、前年に署名された

「南スーダンにおける衝突の解決に関する合意」
に基づき、反主流派のマシャール前副大統領が
第一副大統領に就任し、国民統一暫定政府が発
足した。しかし、7月に首都ジュバで衝突が発
生し、マシャール第一副大統領は国外に退避し
た。キール大統領は、7月に反主流派から就任
したタバン・デン第一副大統領等と協力しつ
つ、合意履行や国民対話の準備に取り組んだ。

日本は、国連南スーダン共和国ミッション
（UNMISS）への自衛隊の派遣等を通じ、南
スーダン政府による平和と安定の定着と国造り
に向けた取組に寄与した。なお、2017年3月、
自衛隊の施設部隊については5月末をめどに活
動を終了することが決定された（3-1-3（2）
参照）。
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（3）南部アフリカ地域

南アフリカ共和国南アフリカ共和国

モザンビークモザンビーク

ザンビアザンビア

ナミビアナミビア

アンゴラアンゴラ

ボツワナボツワナ

マラウイマラウイ

スワジランドスワジランド
レソトレソト

ジンバブエジンバブエ

ア	アンゴラ
アンゴラは、豊富なエネルギー・鉱物資源を

背景に、高い経済成長を遂げてきた。しかし、
近年の油価の下落により、経済が停滞している
ことから、石油一辺倒ではなく、産業の多角化
を重視してきている。

2016年は、日本とアンゴラが外交関係を樹
立してから40周年に当たり、3月には、ドス・
サントス国会議長が訪日し、安倍総理大臣を表
敬した。また、2016年の1年間、日本と共に
国連安保理非常任理事国を務め、国際場裏にお
いても協力関係を構築している。

ドス・サントス・アンゴラ国会議長と握手を交わす安倍
総理大臣（3月22日、東京　写真提供：内閣広報室）

イ	ザンビア
独立以来内政が安定しており、南部アフリカ

の安定勢力と言われるザンビアは、近隣諸国の
和平への仲介、難民受入れ等、地域の平和と安
定に積極的に貢献している。8月の大統領選挙
の結果、現職のルング大統領が再選を果たした

（2期目）。産業構造の多角化及び外国投資の誘
致を引き続き最優先の経済政策として掲げてお
り、安定した内政と豊富な鉱物資源の存在とい
う特性から、日本企業からの投資が期待されて
いる。

ウ	ジンバブエ
ジンバブエでは、現在6期目のムガベ大統領

の下で、種々の産業振興策が実施されている。
しかし、慢性的な貿易赤字や外国直接投資の不
足、逼

ひっ
迫
ぱく

した財政等の問題を抱えている。
3月にムガベ大統領が訪日し、安倍総理大臣

との間で首脳会談が行われ、共同声明が発表さ
れた。安倍総理大臣からは、本格的な二国間経
済協力としては15年ぶりとなる前年の無償資
金協力に続き、同国による開発努力及び投資環
境整備を引き続き支援していくこと等が表明さ
れた。

エ	南アフリカ
南アフリカは、サブサハラ・アフリカにおけ

る経済大国として、また同地域へのビジネス展
開の拠点として、日本企業を含む外国企業から
引き続き注目されている。

2月には、経団連が南部アフリカ経済ミッ
ションを派遣し、ラマポーザ副大統領を始めと
する主要閣僚と懇談を行った。また、8月の
TICAD Ⅵの際に、安倍総理大臣はズマ大統領
と首脳会談を実施し、雇用創出や人材育成の分
野での協力を表明した。

オ	モザンビーク
モザンビークは、石油・天然ガス等のエネル

ギー資源が豊富であり、日本を含めた外国企業
の投資先として非常に注目されている。これら
外国資本による資源開発により、穏やかな経済
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発展を遂げている。
8月のTICAD Ⅵの際には、日・モザンビー

ク首脳会談が実施され、2017年の日本・モザ
ンビーク外交関係樹立40周年に向けて、二国
間関係の更なる発展を相互に確認した。

ニュシ・モザンビーク大統領と会談する安倍総理大臣（8月26日、ケニ
ア・ナイロビ　写真提供：内閣広報室）

カ	レソト
南アフリカ共和国に囲まれた内陸国であるレ

ソトは2016年に独立50周年を迎え、独立記
念日（10月4日）には首都マセルで記念式典
が行われた。

この節目の年の11月に、レツィエ3世国王
及びマセナテ王妃両陛下が初めて日本を訪問し
た。国王王妃両陛下は訪日中に東京のほか、地
方も視察した。特に両陛下が東北地方の被災地
を視察したことは、被災地の復興状況を国際的
に発信する機会となった。

レツィエ3世レソト国王及び王妃両陛下による復興記念樹の植樹（11月
26日、福島県相馬市）

（4）中部アフリカ地域

中央アフリカ共和国中央アフリカ共和国

サントメ・
プリンシペ
サントメ・
プリンシペ

ブルンジ
コンゴ（民）

コンゴ（共）
ガボン

カメルーン
赤道ギニア

チャド

ア	コンゴ民主共和国
アフリカ中部に位置するコンゴ民主共和国は、

東部地方で近隣諸国の反政府武装勢力が活動す
るなどの課題を抱えており、現在も国連コンゴ
民主共和国安定化ミッション（MONUSCO）
が展開している。

12月、次期大統領選挙の日程が未確定のま
ま、カビラ大統領は任期満了となったが、同大
統領は職にとどまった。与野党間で12月31日
に結ばれた政治合意を基に2017年中の選挙実
施に向けた協議が行われている。コンゴ民主共
和国の安定と成長は、周辺地域の発展にも大き
く貢献すると考えられることから、日本は、平
和の定着のため、国連機関と連携して警察民主
化研修を実施しているほか、インフラ整備や環
境保全活動を実施している。

イ	サントメ・プリンシペ
サントメ・プリンシペでは、7月から8月に

かけて行われた大統領選挙において、元首相の
カルヴァリョ候補が当選した。日本は、今次大
統領選挙に際し選挙監視員の派遣を行った。

12月、同国は、約20年続いていた台湾との
外交関係を終了し、中国との国交を回復した。

ウ	赤道ギニア
赤道ギニアでは、4月の大統領選挙で5選目
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を果たしたンゲマ大統領が8月のTICAD Ⅵに
出席し、安倍総理大臣との首脳会談を実施し
た。ンゲマ大統領は、人材育成や政策面での協
力など日本の支援への感謝の意を述べた。

エ	チャド
チャドは、周辺国への国連PKOやテロ対策の

ために多数派兵しており、また、周辺国から多
くの難民を受け入れるなど、地域の安定に大き
く貢献している。4月の大統領選挙では、現職
のデビー・イトゥノ大統領が再選（5期目）し
た。

2016年のAU議長である同大統領は、5月、
G7伊勢志摩サミットにおけるアウトリーチ会
合に参加するために訪日し、安倍総理大臣との
間で日・チャド首脳会談を行い、日・チャド共
同声明を発出した。8月のTICAD Ⅵで、同大
統領は安倍総理大臣やケニヤッタ・ケニア大統
領等と共同議長を務め、会議を成功に導いた。

デビー・イトゥノ・チャド大統領と握手を交わす安倍総
理大臣（5月28日、愛知県名古屋市 写真提供：内閣
広報室）

（5）西部アフリカ地域

カーホヴェルデ

ナイジェリアナイジェリア

セネガルセネガル

モーリタニアモーリタニア

ブルキナファソブルキナファソ

ニジェールニジェール
マリマリ

トーゴ
ベナンガーナ

コート
ジボワール

リベリア
シエラレオネ

ギニアビサウ ギニア
ガンビア

ア	ガーナ
アフリカにおける「民主主義の優等生」とし

て知られるガーナでは、12月に行われた大統
領選挙で、野党候補のアクフォ＝アド元外相が
選出された。2017年1月に行われた大統領就
任式には、総理特使として坂井学衆議院議員

（日本・ガーナ友好議員連盟会長）が出席した。
日本との関係では、マハマ大統領が5月に訪

日し、安倍総理大臣と首脳会談を行い、経済協
力 を 含 む 共 同 声 明 が 発 出 さ れ た。8月 の
TICAD Ⅵの機会にもマハマ大統領は安倍総理
大臣と首脳会談を行った。

イ	ガンビア
6月のTICAD VI閣僚級準備会合の開催国

となったガンビアでは、12月に大統領選挙が
実施され、20年以上大統領を務めた現職のジャ
メ大統領を破り、バロウ候補が当選した。ジャ
メ大統領は一時、選挙結果の受入れを拒否した
が、2017年1月、西アフリカの地域諸国が主
導する調停を受け入れてガンビアを出国し、政
権移行が実現した。

ウ	ギニア
2014年から2015年にかけてエボラ出血熱

が大流行したギニアでは、2015年12月末に
コンデ大統領が再選を果たし（2期目）、2016
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年1月にユラ首相を首班とする内閣が発足し
た。

8月のTICAD Ⅵにはコンデ大統領が出席し、
安倍総理大臣との首脳会談を行い、エボラ出血
熱禍からの復興・発展に向けた開発協力の推進
などで一致した。

エ	コートジボワール
近年安定的な経済成長を遂げているコートジ

ボワールでは、副大統領職及び上院の創設等を
盛り込んだ新憲法が国民投票を経て11月に公
布された。一方、治安面では、3月にアビジャ
ン郊外においてホテル襲撃事件が発生するなど
イスラム過激派によるテロの拡散が懸念され
た。

日本は、3月に木原外務副大臣を団長として、
民間企業13社を含むアフリカ貿易・投資促進
官 民 合 同 ミ ッ シ ョ ン を 派 遣 し た。8月 の
TICAD VIの機会に、ウワタラ大統領は安倍
総理大臣と首脳会談を行い、両首脳間で二国間
投資協定の交渉開始が宣言された。

オ	ナイジェリア
ナイジェリアにおいては、ブハリ大統領が同

国北東部でテロ行為を繰り返すイスラム過激派
組織ボコ・ハラムの掃討に取り組み、一定の成
果を出している。その一方で、アフリカ最大の
産油国である同国では、資源価格の下落により
経済情勢が悪化している。

8月のTICAD Ⅵの機会には、ブハリ大統領
が安倍総理大臣と首脳会談を実施し、ナイジェ
リアの投資環境整備の重要性等につき意見交換
を行った。

カ	セネガル
西アフリカの安定勢力であるセネガルは、

2016年から2年間、日本と共に国連安保理非
常任理事国を務めている。

日本との間でも二国間協力及び国際社会にお
ける協力が一層強化された。7月の国連安保理
公開討論の機会には、岸田外務大臣とンジャイ
外務・在外セネガル人相等との朝食会が行われ

た。翌8月には、ンジャイ外相が訪日し、岸田
外務大臣との会談を実施した。また、同月の
TICAD VIの際にはサル大統領と安倍総理大
臣が首脳会談を実施した。

12月には、武井俊輔外務大臣政務官が「第
3回アフリカの平和と安全に関するダカール国
際フォーラム」に出席し、「積極的平和主義」
に基づく国際社会の平和と安定への貢献を一層
進めていく方針をアピールした。

キ	ベナン
西アフリカにおける民主主義の模範と言われ

るベナンでは、3月に大統領選挙が平和裏に実
施され、タロン大統領が選出された。4月に行
われた大統領就任式には、総理特使として奥野
信亮衆議院議員が出席した。また、8月の
TICAD Ⅵの機会にはタロン大統領が安倍総理
大臣と懇談を行った。
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